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第
１
回
日
韓
文
化
交
流
基
金
賞

特
集
　
学
生
交
流
の
現
在

日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
日
韓
学
生
会
議
／
日
韓
環
境
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ

助
成
事
業
紹
介

韓
国
メ
デ
ィ
ア
の『
日
本
イ
メ
ー
ジ
』改
善
の
方
向

第
2
回
国
際
比
較
文
学
会
東
ア
ジ
ア
会
議



2日韓文化交流基金NEWS

韓
国
語
の
学
習
を
は
じ
め
て
し

ば
ら
く
し
て
、
タ
ジ
ャ
ギ
（
打
字

機
）
な
る
単
語
と
実
物
に
出
合
っ

た
。
七
〇
年
代
の
半
ば
の
こ
と
で

あ
る
。
ハ
ン
タ
（
韓
打
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
韓
国
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
は
、
九
〇
年
代
に
は
い
っ
て
も

ま
だ
活
躍
し
て
い
た
。
母
音
と
子

音
に
分
か
れ
た
ハ
ン
グ
ル
の
構
造
、

そ
れ
に
漢
字
の
使
用
が
極
度
に
少

な
い
韓
国
語
の
文
体
は
、
タ
イ
プ
の
使
用
を
容
易
に

し
て
い
た
。
問
題
は
パ
ッ
チ
ム
（
終
声
）
部
分
に
あ

っ
た
が
、
そ
れ
も
パ
ッ
チ
ム
用
の
子
音
活
字
を
別
に

設
け
、
位
置
調
整
を
し
て
う
ま
く
打
て
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
異
様
に
長
い
縦
母
音
の
縦
棒
が
独
特
の

雰
囲
気
を
持
っ
て
い
た
。

当
時
、
韓
国
に
英
文
タ
イ
プ
を
持
ち
込
む
と
、
活

字
を
ハ
ン
グ
ル
に
付
け
替
え
て
ハ
ン
タ
に
改
造
し
て

く
れ
る
業
者
が
い
た
。
た
だ
、
持
ち
出
し
は
な
か
な

か
難
し
か
っ
た
。
当
時
の
朴
政
権
は
、
反
政
府
活
動

の
情
宣
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
ハ
ン

タ
に
は
特
に
神
経
を
使
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

八
四
年
に
韓
国
に
渡
っ
た
と
き
、
私
は
最
新
の
日

本
語
ワ
ー
プ
ロ
を
持
ち
込
ん
だ
。
確
か
三
十
二
万
円

ほ
ど
し
た
と
思
う
。
漢
字
は
単
漢
字
変
換
の
み
、
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
に
は
八
文
字
し
か
表
示
で
き
ず
、
デ
ー

タ
は
カ
セ
ッ
ト
に
保
存
し
た
。
ハ
ン
タ
に
比
べ
る
と

と
て
つ
も
な
く
高
価
な
も
の
だ
っ
た
が
、
キ
ー
ボ
ー

ド
か
ら
漢
字
ま
じ
り
の
日
本
語
が
打
て
る
こ
と
に
妙

に
感
心
し
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
八
七
年
に
日
本
に
帰
国
し
て
は
じ
め
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
に
も
手

を
染
め
た
。
当
時
、
日
本
語
Ｏ
Ｓ
（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
上
で
は
ハ
ン
グ
ル
を
処
理
す
る
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
韓
国
語
入
力
ソ
フ
ト
も
あ

る
に
は
あ
っ
た
が
汎
用
性
に
問
題
が
あ
っ
た
。
パ
ソ

コ
ン
通
信
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
で
ハ
ン
グ

ル
表
示
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も

作
ら
れ
た
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
で
如

何
に
し
て
日
韓
の
言
語
の
壁
を
越
え

る
か
と
い
う
試
み
だ
っ
た
と
い
え
る
。

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
。

パ
ソ
コ
ン
は
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
が
可

能
に
な
り
、
日
本
語
Ｏ
Ｓ
上
で
も
韓

国
語
や
中
国
語
を
読
み
書
き
す
る
の

は
特
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ

た
。
ハ
ン
グ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

キーボード上の
日韓交流

巻頭エッセイ

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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1997年　多摩美術大学油画専攻卒業

現　在 多摩美術大学大学院在学中
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第15回日韓文化交流基金韓国訪問団
第１回日韓文化交流基金賞
特集　学生交流の現在

日韓学生フォーラム／日韓学生会議／
日韓環境ギャザリング／学生交流の軌跡
経済コラム　第四回（最終回）

韓国経済－成長の必勝方程式の崩壊 水野順子
助成事業紹介

韓国メディアの『日本イメージ』改善の方向 川竹和夫
～国際フォーラム「テレビの伝える外国イメージ」から～

第２回国際比較文学会東アジア会議
東アジアの文学―交流と交響（報告） 芳賀　徹

理事・評議員のコーナー

韓国米にまつわる若干の思い出 前田利一
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3

4

7

8

10
12

閲
覧
は
マ
ウ
ス
を
何
回
か
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
で

き
て
し
ま
う
。
韓
国
か
ら
来
る
電
子
メ
ー
ル
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
ハ
ン
グ
ル
で
表
示
さ
れ
る
。
お
ま
け

に
日
韓
・
韓
日
の
翻
訳
ソ
フ
ト
ま
で
あ
っ
て
、
そ
れ

な
り
に
使
え
る
。「
シ
ン
セ
マ
ン
　
チ
ネ
ヨ
（
お
世
話

に
な
っ
て
ば
っ
か
り
で
す
）」
を
「
身
分
だ
け
ム
カ
デ

だ
」
な
ど
と
、
時
々
と
ん
で
も
な
い
誤
訳
も
す
る
が
。

タ
ジ
ャ
ギ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
。
二
十
数
年
前
と
は

比
べ
よ
う
が
な
い
ほ
ど
、
金
銭
的
に
も
技
術
的
に
も

容
易
に
日
韓
の
言
語
の
壁
を
越
え
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
が
で
き
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
す
で
に
、
い
く
つ
か
の
試
み
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
環
境
を
、
日
韓
の
様
々
な

レ
ベ
ル
で
の
交
流
、
さ
ら
に
は
教
育
や
研
究
交
流
に

い
か
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
で
あ
ろ
う
。

あ
き
づ
き
　
の
ぞ
み

日韓文化交流基金事業報告

一
九
四
九
年
福
岡
生
ま
れ
。
九
州
大
学
文

学
部
朝
鮮
史
学
科
卒
業
。
九
州
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
文
学
修

士
）
。
在
韓
国
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員

（
八
四
〜
八
七
年
）。八
七
年
九
月
明
治
学
院

大
学
国
際
学
部
専
任
講
師
。
九
六
年
四
月
か

ら
現
職
。
九
八
年
か
ら
明
治
学
院
大
学
情

報
セ
ン
タ
ー
部
長
。
そ
の
間
九
一
〜
九
三

年
在
中
国
日
本
大
使
館
で
専
門
調
査
員
。

編
著
書
に
『
韓
国
百
科
』。

図書センター情報／ホームページ情報
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八
月
二
十
九
日
よ
り
九
月
一
日
ま
で
、
当
基
金
訪

問
団
が
訪
韓
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
団
は
、

韓
国
と
の
交
流
に
深
い
関
心
を
抱
か
れ
て
い
る
日
本

の
文
化
人
の
方
々
も
多
数
参
加
さ
れ
、
韓
国
に
お
け

る
日
韓
の
文
化
交
流
の
現
状
の
視
察
や
、
韓
国
の
文

化
人
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

第
15
回
日
韓
文
化
交
流
基
金

韓
国
訪
問
団
参
加
者

団
　
長
　
藤
村
正
哉

基
金
会
長
、

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル（
株
）相
談
役

副
団
長
　
熊
谷
直
博

基
金
理
事
長

顧
　
問
　
戸
塚
進
也

基
金
常
任
理
事
、
元
衆
議
院
議
員

顧
　
問
　
衞
藤
瀋
吉

東
洋
英
和
女
学
院
院
長

顧
　
問
　
竹
内
　
宏

（
財
）静
岡
綜
合
研
究
機
構
理
事
長

顧
　
問
　
三
浦
　
隆

基
金
理
事
、桐
蔭
学
園
横
浜
大
学
教
授

団
　
員
　
逢
澤
義
朗

埼
玉
県
議
会
議
員

団
　
員
　
大
内
延
介

（
社
）日
本
将
棋
連
盟
専
務
理
事

団
　
員
　
上
坂
冬
子

作
家

団
　
員
　
神
山
征
二
郎

映
画
監
督

団
　
員
　
小
山
敬
次
郎

基
金
理
事
、

さ
く
ら
綜
合
研
究
所
顧
問

団
　
員
　
高
城
美
輝

オ
フ
ィ
ス
・
ス
タ
ス
創
立
メ
ン
バ
ー
、

元
松
竹
歌
劇
団
団
員

団
　
員
　
竹
下
勅
三

基
金
理
事
、

（
株
）神
戸
製
鋼
所
常
任
顧
問

団
　
員
　
千
澤
忠
彦

（
社
）日
本
電
機
工
業
会
常
務
理
事

団
　
員
　
角
田
房
子

作
家

団
　
員
　
外
門
一
直

電
気
事
業
連
合
会
副
会
長
、

東
京
電
力（
株
）取
締
役

団
　
員
　
楢
崎
正
博

関
電
産
業（
株
）社
長
　

団
　
員
　
前
田
二
生

音
楽
指
揮
者
、

日
本
合
唱
音
楽
振
興
会
理
事

団
　
員
　
矢
森
　
智

（
財
）関
西
電
気
保
安
協
会
顧
問

（
団
員
以
下
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

在
ソ
ウ
ル
特
派
員

と
の
懇
談
会

芸
術
の
殿
堂
視
察

◆第15回日韓文化交流基金韓国訪問団日程
期日　　　　日程

８／29 午後　ソウル到着、結団式

（日） 小田野展丈臨時代理大使による「韓国の現状」ブリ－

フィング

在ソウルジャパン・クラブ幹事との夕食会

８／30 午前 金鍾泌国務総理表敬訪問

（月） 午後 在ソウル特派員との昼食懇談会

金順珪文化観光部次官表敬訪問

韓日文化交流基金会長主催晩餐会

８／31 午前 芸術の殿堂視察

（火） 午後 小田野展丈臨時代理大使主催午餐会（ハイアットホテル）

韓国学界、文化人との懇談会　

藤村団長主催晩餐会及び第１回基金賞授与式

９／１ 午後 帰国（成田）

（水）

当
基
金
で
は
、
韓
国
に
お
い
て
日
韓
文
化
交

流
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を

讃
え
る
た
め
に
、「
日
韓
文
化
交
流
基
金
賞
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
三
名
の
方
が
第
一
回
の
受
賞
者
に
決
定
し
ま

し
た
。
八
月
三
十
一
日
に
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
（
ソ

ウ
ル
）
に
お
い
て
藤
村
正
哉
団
長
主
催
晩
餐
会

の
席
上
で
授
与
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
正

賞
の
盾
と
、
副
賞
と
し
て
賞
金
三
百
万
ウ
ォ
ン

と
、
日
本
招
待
旅
行
の
目
録
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

金
洙
容
（
キ
ム
　
ス
ヨ
ン
）

映
画
監
督

◆
受
賞
理
由
　
　
　
　

木
浦
で
孤
児
の
た
め
の
養
護

施
設
経
営
に
一
生
を
捧
げ
た

日
本
人
女
性
で
あ
る
田
内
千
鶴
子
さ
ん
（
韓
国
名
＝

尹
鶴
子
）
の
生
涯
を
描
い
た
日
韓
合
作
映
画
「
愛
の

黙
示
録
」
を
監
督
し
、
ま
た
韓
国
で
の
公
開
に
向
け

て
努
力
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◆
経
歴

一
九
二
九
年
生
　
京
畿
道
安
城
出
身

一
九
五
〇
年
　
ソ
ウ
ル
師
範
大
学
校
法
科
卒
業

大
学
教
授
、
国
際
映
画
祭
審
査
員
を
歴
任
。
現
在
、

芸
術
院
会
員
（
映
画
）、Ｋ
Ｊ
Ｋ
フ
ィ
ル
ム
代
表
、

映
像
物
等
級
委
員
会
委
員
長

◆
主
要
作
品

「
血
脈
」「
山
火
事
」「
霧
」「
土
地
」「
笑
い
声
」

「
愛
の
黙
示
録
」
な
ど

田
溶
新
（
チ
ョ
ン
　
ヨ
ン
シ
ン
）

高
麗
大
学
校
名
誉
教
授

◆
受
賞
理
由

『
源
氏
物
語
』を
韓
国
語
に
初

め
て
完
訳
出
版
し
た
こ
と
に

よ
り
（
全
三
巻
、ナ
ナ
ム
出
版
社
、一
九
九
九
年
）、

韓
国
社
会
に
日
本
の
古
典
文
学
を
紹
介
し
、
よ
り

深
い
日
本
文
化
へ
の
関
心
や
理
解
を
促
し
た
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

◆
経
歴

一
九
二
一
年
生
　
ソ
ウ
ル
出
身

一
九
五
三
年
　
ソ
ウ
ル
大
学
校
文
理
科
大
学
卒
業

一
九
六
四
―
八
七
年
　
高
麗
大
学
校
文
科
大
学

教
授

一
九
八
七
年
　
高
麗
大
学
校
名
誉
教
授
（
現
）

任
華
公
（
イ
ム
　
フ
ァ
ゴ
ン
）

華
芸
家

◆
受
賞
理
由

一
九
四
五
年
以
前
に
京
城

（
当
時
）
在
住
の
日
本
の
生

け
花
の
師
匠
に
師
事
さ
れ
、
現
在
は
韓
国
華
芸
の

第
一
人
者
と
し
て
、
多
く
の
華
芸
家
や
会
員
の
研

修
に
日
夜
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
韓
国
に
在
留
す
る

日
本
人
に
、
韓
国
華
芸
を
指
導
し
、
長
年
に
わ

た
っ
て
日
韓
の
華
道
交
流
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
経
歴

一
九
二
四
年
生

京
畿
公
立
高
等
女
学
校
卒
業

一
九
五
八
年
　
梨
花
女
子
大
学
校
家
政
科
学
大
学

講
師
（
現
）

一
九
六
〇
年
よ
り
、
華
公
会
主
催
華
芸
展
を
毎
年

開
催
し
、
模
範
展
示
会
を
多
数
開
催

◆
著
書

『
華
藝
Ⅰ
―
Ⅲ
』『
華
藝
百
人
輯
』（
全
四
巻
、
主

婦
の
友
社：

日
本
）

受
賞
者
紹
介

．
．
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近
年
、
日
本
と
韓
国
の
若
い
世
代
間
の
交
流
が

様
様
な
形
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
大
学
生
が
自
主
的
に
集
ま
り
、
自
分
た
ち

の
手
で
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
は
、
学

生
な
ら
で
は
の
行
動
力
と
柔
軟
な
発
想
を
生
か
し

て
、
独
自
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

当
基
金
は
設
立
以
来
学
生
団
体
の
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
彼
ら
の
活

動
と
そ
の
軌
跡
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
友
好
の
歴
史
の
舞
台
を
と
も
に
歩
い
て

日
米
学
生
会
議
経
験
者
の
有
志
が
韓
国
国
際
学

生
協
会
に
働
き
か
け
て
実
現
し
た
討
論
会
が
発
端

と
な
り
、
一
九
八
六
年
に
発
足
し
た
日
韓
学
生
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
英
語
を
共
用
語
と
し
た
討
論
と
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
十
八
名

の
大
学
生
で
、
日
本
国
側
か
ら
は
東
京
か
ら
十
四

名
、
名
古
屋
か
ら
四
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。
毎
年
全
国
で
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
第
十
五
回
日
韓
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
21
世
紀
、
新
た
な
日
韓
関
係
と
は
何
か
―
善
隣
外

交
を
め
ざ
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
八
カ
月
に
わ

た
る
事
前
研
修
を
経
て
、
八
月
六
日
に
両
国
メ
ン

バ
ー
の
対
馬
入
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
対
馬
を

開
催
地
に
選
ん
だ
の
は
、
二
つ
の
国
を
結
ぶ
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
日
韓
関
係
の
軌
跡
を
た

ど
り
、
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
「
善
隣

外
交
」
を
考
え
る
と
い
う
趣
旨
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
場
所
だ
と
考
え
た
た
め
で
す
。

対
馬
で
の
三
日
間
の
滞
在
中
、
地
元
の
対
馬
芳

洲
会
の
協
力
を
得
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
分
科
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
密

度
の
濃
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
は
、
対
馬
で
開
催
さ
れ
た「
ア
リ
ラ
ン

祭
り
」
の
朝
鮮
通
信
使
を
再
現
し
た
「
朝
鮮
行
列
」

を
見
学
し
、
ま
た
通
信
使
を
接
遇
し
た
長
寿
院
・
万

松
院
を
見
学
し
て
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
交
流
の

歴
史
の
場
に
立
つ
と
と
も
に
、
そ
の
精
神
が
今
も

対
馬
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

福
岡
で
の
滞
在
と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
て
、

十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は
東
京
に
場
所
を
移
し

て
、
分
科
会
に
よ
る
討
論
と
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の

企
画
に
よ
る
、「
コ
リ
ア
ナ
イ
ト
」「
ジ
ャ
パ
ン
ナ

イ
ト
」
を
催
し
、
民
族
舞
踊
を
披
露
す
る
な
ど
し

て
、
手
づ
く
り
で
両
国
の
文
化
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
の
滞
在
地
を
都
会
か
ら
離

れ
た
対
馬
に
し
た
こ
と
で
、
運
営
上
は
確
か
に
多

く
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
雨
森
芳
洲

ら
先
人
た
ち
が
「
誠
信
の
交
わ
り
」
を
結
ん
だ
場

所
を
、
自
ら
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
と

っ
て
、
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
韓
学
生
会
議

―
徹
底
的
な
討
論
か
ら
生
ま
れ
る
相
互
理
解
と
友
情

日
韓
学
生
会
議
は
、
日
韓
の
学
生
有
志
の
発
案
に

よ
り
、
日
韓
関
係
に
関
心
を
持
つ
日
本
の
大
学
生
と
、

東
京
の
韓
国
人
留
学
生
が
準
備
委
員
会
を
結
成
し
、

一
九
八
六
年
八
月
に
第
一
回
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
韓
国
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
十
四
回
目
を

数
え
ま
す
。
今
回
は
、「
出
発
す
る
た
め
の
出
発
―
20

世
紀
韓
日
両
国
の
壁
を
越
え
て
」
と
い
う
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
十

五
名
の
大
学
生
で
、
韓
国
側
に
は
さ
ら
に
過
去
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
六
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
事
務
局
の
任
務
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

日
本
側
代
表
団
が
最
初
の
滞
在
地
の
原
州（
江
原

道
）
入
り
し
た
八
月
二
日
は
、
ソ
ウ
ル
周
辺
は
漢
江

が
氾
濫
す
る
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
先
ど

う
な
る
こ
と
か
と
思
い
や
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今
年

の
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
と
韓
国
の
昔
話
の

相
違
点
」「
日
韓
の
女
性
問
題
」「
日
韓
の
若
者
の
意

識
の
違
い
」「
日
本
と
韓
国
の
映
画
」「
外
国
語
教
育

の
問
題
点
と
解
決
策
」「
日
韓
の
死
の
文
化
の
違
い
」

【特集

通信使を接遇した寺院を見学して

対島芳洲会の方をお招きしたシンポジウム
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の
六
つ
で
し
た
。日
韓
学
生
会
議
の
特
徴
と
し
て
は
、

討
論
に
集
中
す
る
た
め
に
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
訳
を
通
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
原
州
滞
在
中
は
、
多
い
日
に
は
一
日
六
〜
八
時

間
も
の
分
科
会
形
式
に
よ
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

八
月
九
日
か
ら
は
場
所
を
ソ
ウ
ル
に
移
し
、
分

科
会
の
内
容
を
全
体
で
討
議
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
ま
し
た
。
各
分
科
の
報
告

が
行
わ
れ
る
中
で
、
最
も
関
心
を
集
め
、
盛
り
上
が

っ
た
の
が
「
若
者
の
意
識
の
違
い
」
で
し
た
。
儒

教
の
影
響
が
強
い
韓
国
と
、
相
対
的
に
オ
ー
プ
ン

な
日
本
と
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
非
常
に

興
味
深
い
報
告
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
忙
し
い
日
程
の
間
に
も
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
紹
介
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

楽
し
み
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
八
月
十
五
日
に
、
全
メ
ン
バ
ー
で
ソ
ウ
ル
の
北
に

あ
る
仁
旺
山
に
登
り
ま
し
た
。
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
山

に
苦
労
し
て
登
り
、
頂
上
か
ら
ソ
ウ
ル
の
街
を
一

望
し
た
と
き
の
気
持
ち
は
最
高
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

日
韓
環
境
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
―
「
環
境
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
新
し
い
結
び
つ
き
を
つ
く
る

あ
る
、「
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加
す
る

学
生
を
日
本
に
招
聘
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
八
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で

の
五
日
間
で
し
た
。
韓
国
か
ら
参
加
し
た
の
は
、

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
十
一
名
。
日
本
側
は

全
国
か
ら
二
十
六
名
の
学
生
が
東
京
・
代
々
木
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活

動
報
告
か
ら
始
ま
り
、
環
境
に
関
す
る
諸
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
見
学
先
は
、
環
境
庁
、
武
蔵

工
業
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
（
日
本
初
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
取
得
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
谷
津
干
潟
・

三
番
瀬
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
自
然
に
親
し
む

た
め
の
教
育
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
体
験
で
し
た
。

日
本
と
韓
国
の
学
生
が
最
も
大
き
な
違
い
を
感

じ
た
の
は
、
自
然
環
境
と
精
神
的
に
一
体
化
し
、
保

護
し
て
い
こ
う
と
す
る
韓
国
側
の
理
想
的
で
情
趣

に
あ
ふ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
現
代
の
都
市
生
活
の

中
で
い
か
に
環
境
負
荷
を
減
ら
し
て
い
く
か
と
い

う
実
際
問
題
に
直
面
し
て
い
る
日
本
側
と
の
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
武
蔵
工
大
を
見
学
す
る
前
、
韓
国
の
学
生

が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
は
、「
う
っ
そ
う
と
し
た
緑

に
お
お
わ
れ
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、
実
際
に
は
住

宅
地
の
真
ん
中
に
近
代
的
な
建
物
が
立
ち
並
び
、

建
築
物
の
構
造
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
た
め
の
緻
密
な
設
計
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
「
超

現
代
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
」
だ
っ
た
こ
と
に
、
認
識

の
違
い
が
最
も
象
徴
的
に
現
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

韓
国
か
ら
大
き
な
太
鼓
と
衣
装
を
持
っ
て
き
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合
間
に
披
露
し
て
く
れ
た
サ
ム
ル
ノ

リ
も
、
非
常
に
印
象
深
い
一
コ
マ
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
の
学
生
の
感
受
性
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
の
学
生
も
、
優
れ
た
方
法
論
の
裏

に
豊
か
な
心
を
も
っ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
感
想
を
寄
せ
る
な
ど
、
お

互
い
に
と
っ
て
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

日
韓
環
境
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
は
、「
き
ゃ
ん
ぱ
す
え

こ
ろ
じ
ー
実
行
委
員
会
」
と
い
う
日
本
全
国
約
百

の
大
学
・
高
校
の
環
境
サ
ー
ク
ル
が
所
属
す
る
団

体
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
ず
自
分
に
と

っ
て
身
近
な
大
学
の
環
境
か
ら
見
直
し
て
い
く
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
「
き
ゃ
ん
ぱ
す
え
こ
ろ
じ
ー
」

は
、
学
園
祭
で
の
ゴ
ミ
の
削
減
、
講
演
会
の
実
施
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
大
学
環
境
調
査
な
ど
で
地
道
に
成

果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
の
延
長

と
し
て
、
今
年
か
ら
新
た
に
韓
国
の
学
生
と
の
交

流
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

韓
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な

っ
て
、
韓
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
な
る
団
体
を

さ
が
す
と
こ
ろ
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
三
月

頃
か
ら
日
本
側
の
メ
ン
バ
ー
が
訪
韓
し
、
韓
国
の
環

境
団
体
や
下
部
の
学
生
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
努
め
ま
し
た
。
大
邱
の
環
境
保
護
団
体
で

ネイチャーゲーム体験

フィールドワーク。干潟で東京湾に残された自然を観察

、

分科会議。真剣な表情

運営をリードしてきた中心的メンバー
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日
韓
間
で
自
主
的
な
学
生
交
流
団
体
が
結
成
さ
れ

は
じ
め
た
の
は
八
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
で
す
。
そ

れ
以
前
に
は
、
政
府
間
で
大
学
生
を
中
心
と
し
た

青
少
年
の
訪
問
団
が
相
互
に
往
来
し
て
い
ま
し
た

が
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
青
少
年
交
流
は
ま
だ
数
少

な
い
段
階
で
し
た
。
当
時
の
日
本
に
お
け
る
韓
国

イ
メ
ー
ジ
は
、「
デ
モ
」や「
反
日
」に
画
一
化
さ
れ

た
暗
い
も
の
だ
っ
た
一
方
で
、
韓
国
の
学
生
も
日
本

に
対
し
て
良
い
感
情
を
抱
く
こ
と
は
難
し
く
、
民

間
レ
ベ
ル
で
日
韓
の
青
少
年
が
共
同
事
業
を
行
う

と
い
う
雰
囲
気
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
両
国
と
も
「
国
際
交
流
」
の
概
念
が
、
ま
だ
欧

米
中
心
の
も
の
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
が

視
野
に
入
り
に
く
か
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
八
二
年
に
起
こ
っ

た
い
わ
ゆ
る
「
教
科
書
問
題
」
で
す
。
こ
の
出
来
事

に
よ
る
両
国
関
係
の
悪
化
を
憂
慮
し
、両
国
の
様
々

な
レ
ベ
ル
で
新
し
い
結
び
つ
き
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
六
年
に
日
韓
学
生
会
議
と
日
韓
学
生
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
両

国
の
学
生
の
間
で
、
与
え
ら
れ
る
情
報
だ
け
で
は

な
く
、
同
じ
世
代
の
若
者
と
直
接
会
い
、
意
見
を

交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
や
疑
問
を
直
接
、
確
か
め
た
い
と
い
う
欲
求
が

非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、一
九
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
や
経
済
発
展
は
、
日
本
に
お
け
る
韓
国
に
対
す

る
関
心
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
韓
国
社
会
が
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
、

八
〇
年
代
後
半
に
海
外
渡
航
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
が
進
ん
だ
こ
と
も
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
行
が
よ
り
容
易
に
な
っ
た
一
因
で
す
。

現
在
、
初
期
の
学
生
交
流
メ
ン
バ
ー
は
既
に
社

会
の
中
核
で
活
躍
す
る
世
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
客
観
的

か
つ
前
向
き
に
日
韓
関
係
を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ

と
の
で
き
る
、
同
世
代
の
中
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

「
知
韓
派
」「
知
日
派
」
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
学
生
交
流
の
経
験

を
生
か
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
入
っ
て

い
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
の
国
際
交
流
・
日
韓
交
流
の
力
強
い
担
い
手

の
ゆ
り
か
ご
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
、
学
生

交
流
団
体
の
活
動
は
高
く
評
価
で
き
る
で
し
ょ
う
。

学
生
交
流
の
活
動
は
、
運
営
面
で
数
多
く
の
困

難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
に
一
度
、
も
し
く
は
半
年
に
一

度
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

学
生
メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
形
式
の
場
合
、
常
設
の
事
務
局
や

事
務
所
を
も
て
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
前
回
の
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
の
が
難

し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
無
視
で
き
な
い
の
が
、
資
金
の
問
題
で
す
。

多
く
の
学
生
団
体
は
、
当
基
金
も
含
め
て
民
間
の
助

成
財
団
か
ら
の
助
成
金
や
、
寄
付
金
に
よ
っ
て
活
動

資
金
を
賄
っ
て
い
ま
す
が
、
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が
あ

る
程
度
の
個
人
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
、
日
本
に
比
べ
て
民
間
の
助
成
制
度
が
少

な
い
韓
国
側
の
財
務
状
況
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、

結
果
的
に
日
本
側
の
メ
ン
バ
ー
の
個
人
負
担
が
増
大

し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
交
流
」
や
「
親
善
」
と
い
う
と
一
見
華
や

か
で
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は

一
種
の
経
営
管
理
能
力
を
発
揮
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

学
生
交
流
の
軌
跡

運
営
の
難
し
さ

新
た
な
流
れ

サムルノリの披露。日本の学生は興味津々
（日韓環境ギャザリング）

プログラム中にメンバーが誕生日を迎えた
（日韓学生会議）

計
画
・
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
の
違
う
相
手

と
時
に
は
厳
し
い
交
渉
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
お
互
い
の
仕
事
の
や
り
方
に
対
す
る
考
え
方

の
違
い
を
実
感
す
る
な
ど
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

見
学
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の
活
動
や
準
備
段
階
の

実
務
こ
そ
が
、
異
文
化
を
背
景
に
持
つ
も
の
同
士

が
、
時
に
は
摩
擦
を
経
験
し
な
が
ら
合
意
を
形
成
し

た
り
、
相
互
理
解
の
段
階
を
進
ん
で
い
く
た
め
の
重

要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
で
は
、
必
ず
し
も
日
韓
交
流
・
国
際
交
流
が

通
常
の
メ
イ
ン
の
活
動
で
は
な
く
て
も
、
共
通
の

問
題
意
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
韓
の
様
々
な
学

生
グ
ル
ー
プ
の
間
に
接
点
が
で
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
も
多
様
化
す
る
と
い
う
傾
向
が
指
摘
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一
緒
に

行
う
な
ど
の
、「
協
働
型
」
や
、
前
に
述
べ
た
日
韓

環
境
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
、「
イ
シ
ュ
ー
型
」

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
ま

た
、
両
国
の
大
学
生
の
間
に
電
子
メ
ー
ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
が
一
般
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

通
信
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
低
下
し
、
日
常
的
な
交

流
や
情
報
交
換
が
よ
り
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
流
の
内
容
が
個
別
具
体
化
し
、「
日
韓
交
流
専

門
」
の
団
体
が
主
に
交
流
を
行
っ
て
い
た
時
代
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
興
味
、
関
心
に
応
じ
て
日

韓
交
流
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
へ
と
移
行

し
、
結
果
的
に
日
韓
の
学
生
交
流
の
間
口
と
可
能

性
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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韓
国
の
企
業
経
営
が
、
外
見
は
日
本
と
よ
く
似
て
い
る
も

の
の
、
よ
く
よ
く
注
意
し
て
み
る
と
日
本
と
違
っ
て
い
る
と

い
う
話
を
書
い
て
き
た
。

前
回
、
韓
国
の
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
は
、
銀
行
か
ら

の
巨
額
な
借
入
金
に
よ
る
設
備
投
資
の
失
敗
の
結
果
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
処
方
箋
が
企
業
グ
ル
ー
プ
（
俗

称
財
閥
）
の
構
造
改
革
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
の
は
そ
の

こ
と
を
意
味
し
、
政
府
も
金
融
の
構
造
改
革
と
並
列
し
企
業

の
構
造
改
革
を
課
題
と
し
て
い
る
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。

従
来
の
韓
国
企
業
の
成
長
パ
タ
ー
ン
は
、
韓
国
が
語
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
日
本
型
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
中
身
は
、

売
れ
筋
製
品
を
見
極
め
、
す
ば
や
く
日
本
か
ら
技
術
を
導
入

し
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
で
巨
額
な
設
備
投
資
を
行
い
、
そ

の
製
品
を
作
る
た
め
の
設
備
や
素
材
・
部
品
を
日
本
か
ら
輸

入
し
、
大
量
生
産
し
て
輸
出
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

韓
国
が
述
べ
る
に
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
技
術
を
貰
っ

て
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
で
設
備
投
資
を
行
い
、
そ
れ
で
輸

出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
韓
国
企
業
の
成
長
パ
タ
ー
ン

は
日
本
型
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
以
降
の
韓

国
経
済
は
ア
メ
リ
カ
型
に
変
化
す
る
、
と
多
く
の
韓
国
人
が

考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
韓
国
の
従
来
の
経
済
成
長
パ
タ
ー
ン
が
、
本

当
に
日
本
型
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
答
え
は
否
で
あ
る
。

韓
国
が
製
造
し
て
い
る
製
品
が
、
日
本
と
競
合
す
る
製
品
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
生
産
す
る
企
業
の
あ
り
方
ま

で
日
本
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

ま
で
も
韓
国
は
、
韓
国
型
の
経
済
成
長
を
し
て
き
た
の
で
あ

り
、
今
後
も
ア
メ
リ
カ
型
や
日
本
型
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
戦
後
の
日
本
経
済
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
製
品
技

術
を
導
入
し
、
製
品
を
生
産
す
る
た
め
の
設
備
や
素
材
・
部

品
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
、
ア
メ
リ
カ
に
大
幅
な
赤
字
を

作
り
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
製
品
と
競
合
し
て
輸
出
し
、
経
済
成

長
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
製
品
技
術
は
、
同
じ

自
動
車
で
も
小
型
車
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
大
型
車
中
心
の

技
術
で
は
な
い
し
、
当
然
設
備
は
自
前
の
生
産
設
備
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
が
、
韓
国
経
済
の
成
長
の
型
を
ア
メ
リ
カ
的

に
す
る
、
と
い
う
認
識
は
、
ア
メ
リ
カ
の
決
算
制
度
等
を
導

入
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
誤
解
で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
条
件
が
韓
国
の
従
来
の

財
閥
を
中
心
と
し
た
経
済
構
造
を
壊
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
企
業
が
外
国
か
ら
巨
額
な
借
入
金
を
導
入
で

き
な
け
れ
ば
、
外
国
か
ら
製
品
技
術
を
導
入
し
、
巨
額
な
設

備
投
資
が
で
き
ず
、
大
量
生
産
に
よ
る
輸
出
と
い
う
成
長
パ

タ
ー
ン
は
崩
壊
す
る
。
収
益
率
の
高
い
企
業
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
資
金
調
達
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
巨
額
な
赤
字
を
グ
ル
ー
プ
の
一
部
の
企
業
に
集
約
し
、

財
務
構
造
の
良
い
企
業
が
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
ー
的
な
役
割
を

果
た
し
、
外
国
銀
行
か
ら
資
金
調
達
を
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
財
閥
と
い
う
特
定
の
企
業
が
経
済
の
大

部
分
を
占
め
る
経
済
構
造
は
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
韓
国

は
新
た
な
成
長
の
方
程
式
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
お
そ

ら
く
そ
の
作
業
に
は
時
間
が
か
か
り
、
五
年
任
期
の
大
統
領

が
方
向
を
示
し
て
で
き
る
よ
う
な
や
さ
し
い
問
題
で
は
な
い
。

各
企
業
が
自
社
の
強
み
を
検
証
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
方
向
で

成
長
の
方
程
式
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
強
み

は
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で

な
け
れ
ば
危
機
に
強
い
経
済
構
造
に
は
な
ら
な
い
。

経済コラム　第四回（最終回）

韓国経済―
成長の必勝方程式の崩壊

水野順子
日本貿易振興会アジア経済研究所

み
ず
の
　
じ
ゅ
ん
こ

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

京
都
大
学
経
済
学
博
士
。
七
七
年
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
入
所
。
専
門
は
機
械
産
業
。
九
一
年
か
ら
九
三
年

に
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
経
済
研
究
所
客
員
研
究
員
。
現

在
日
本
貿
易
振
興
会
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究

第
一
部
主
任
研
究
員
。
著
書
に
『
韓
国
の
自
動
車
産

業
』『
韓
国
機
械
産
業
の
企
業
間
分
業
構
造
と
技
術
移

転：

電
子
・
工
作
機
械
産
業
の
事
例
』『
日
系
進
出
企

業
と
現
地
企
業
と
の
企
業
間
分
業
構
造
と
技
術
移
転：

タ
イ
の
自
動
車
産
業
を
事
例
と
し
て
』（
い
ず
れ
も

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
発
行
）。



8日韓文化交流基金NEWS

一
九
八
四
年
の
末
、
三
年
数
カ
月
に
わ
た
る
大
使
の
任
を
終

え
て
の
帰
国
を
控
え
、
青
瓦
台
の
全
斗
煥
大
統
領
御
夫
妻
か
ら
、

各
国
大
使
離
任
の
際
の
恒
例
で
あ
る
昼
食
に
招
か
れ
、
妻
と
と

も
に
参
上
し
た
席
で
の
こ
と
で
す
。

雑
談
の
場
に
移
っ
て
大
統
領
か
ら
突
然
、

「
貴
大
使
は
見
た
と
こ
ろ
極
め
て
健
康
そ
う
だ
が
、
そ
の
秘

訣
は
何
か
」

と
の
お
尋
ね
を
受
け
ま
し
た
。
虚
を
つ
か
れ
て
私
は
拙
い
韓
国

語
を
も
っ
て
、

「
自
分
は
こ
の
土
地
に
生
ま
れ
、
青
年
期
ま
で
こ
ち
ら
で
育

ち
、
外
交
官
と
し
て
の
韓
国
在
勤
も
三
回
に
わ
た
っ
て
大
変
長

い
期
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
ず
っ
と
韓
国
の
お
米
、
韓

国
の
御
飯
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
韓
国
米
が
私
の
健

康
保
持
に
一
番
良
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

特
別
な
こ
と
は
何
も
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
、
大
統
領
は
破
顔
大
笑
さ
れ
つ
つ
、

「
米
と
は
安
い
も
の
だ
。
貴
大
使
は
帰
国
後
も
、
い
つ
で
も

韓
国
を
再
訪
さ
れ
た
い
。
そ
の
際
に
は
必
ず
韓
国
米
を
御
馳
走

し
て
差
し
上
げ
る
か
ら
」

と
ジ
ョ
ー
ク
を
述
べ
ら
れ
た
の
を
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
ま
す
。

◆
　
　
　
　
　
　
◆

去
る
七
月
三
日
、
東
京
の
千
代
田
放
送
会

館
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
国
際
テ

レ
ビ
番
組
フ
ロ
ー
研
究
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

が
主
催
し
て
標
題
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
界
十
一

カ
国
と
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
（
主
と
し
て
テ
レ

ビ
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
国
を
ど
う
伝
え
て

い
る
か
、
に
つ
い
て
、
国
際
調
査
を
進
め
て

き
た
結
果
を
報
告
し
、
そ
れ
を
も
と
に
討
論

し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
中
国
・

韓
国
か
ら
は
共
同
研
究
者
を
招
聘
し
た
。

こ
の
う
ち
韓
国
は
、
先
頃
の
�日
本
大
衆

文
化
開
放
�
政
策
の
波
紋
な
ど
を
背
景
に
、

特
に
重
点
対
象
と
し
て
、
三
人
の
研
究
者
を

招
い
て
、
最
近
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
の
動
向
を

韓国米にまつわる
若干の思い出

（財）日韓文化交流基金
特別顧問

前田利一

中
心
に
報
告
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
韓
国
外
国
語
大
学
校
の
金
政
起
副

総
長
は
「
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
報
道
」
を
例
に

ひ
い
て
、
�日
韓
問
題
の
報
道
は
、
従
来
、日

本
批
判
の
ト
ー
ン
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
が
、
最
近
は
『
日
韓
漁
業
協
定
締
結
』
の

ニ
ュ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
客
観
的
報

道
の
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
他
、
日
本

の
福
祉
行
政
や
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
意

識
な
ど
を
、
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
と
し
て
紹

介
す
る
な
ど
、
過
去
に
は
な
か
っ
た
傾
向
で

あ
る
�
と
紹
介
し
た
。
ま
た
�日
本
の
『
天

皇
』
を
『
日
王
』
と
呼
ん
で
い
た
の
を
『
天

皇
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
報
道
態
度

の
変
化
の
一
例
で
あ
る
�
と
報
告
し
た
。

次
に
、
漢
陽
大
学
校
言
論
大
学
院
の
朴
永

祥
院
長
は
、
�韓
国
テ
レ
ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
で
は
、
日
本
の
植
民
地
時
代
を

回
顧
す
る
も
の
が
続
い
て
い
る
一
方
で
、「
日

本
人
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
せ
た
番
組
（
韓
国
人
と
日
本
人
・
四
部
作
）」

も
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
�
と
紹
介
し
、

�韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
日
本
を
民
族
主
義
的

視
野
か
ら
見
る
立
場
か
ら
、
現
実
的
パ
ー
ト

ナ
ー
と
見
る
視
座
に
移
り
つ
つ
あ
る
�
と
強

調
し
た
。
ま
た
�日
本
の
大
衆
文
化
開
放
に

関
す
る
報
道
で
は
、「
日
本
文
化
が
青
少
年
に

及
ぼ
す
悪
影
響
」を
懸
念
す
る
一
方
で
、雑
誌
・

歌
謡
曲
・
ア
ニ
メ
な
ど
が
韓
国
社
会
に
浸
透

し
て
い
る
現
実
を
直
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

す
る
見
解
も
多
い
�
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
日

本
の
盗
作
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
も

紹
介
さ
れ
た
。

最
後
の
総
括
討
論
で
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
の

李
相
禧
名
誉
教
授
が
、
�韓
国
で
も
日
本
で

も
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
大
衆
に
迎
合
し
て
、

従
来
の
相
手
国
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
偏
見
を

変
え
よ
う
と
し
な
い
傾
向
が
あ
る
が
、
最
近

の
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
変
化
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を
深
め
、
相
互

理
解
を
進
め
る
べ
き
だ
�
と
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
特
に
韓
国
関
係
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
定
員
を
は
る
か
に
超
過
す
る

二
百
五
十
人
が
集
ま
り
、
新
聞
に
も
大
き
く

報
道
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
は
、
今
回
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
へ
の
関
心
の
強
さ
に
意
を
強
く
し

て
、
今
後
も
日
韓
交
流
に
資
す
る
研
究
を
続

け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

かわたけ　かずお

ITFPーJAPAN（国際テ
レビ番組フロー研究日
本プロジェクト）代表。
東京大学文学部卒業。
ＮＨＫ放送記者、報道

局編集部副部長、放送総局主管、放送世
論調査所所長を歴任。その後、東京女子
大学教授、駒沢女子大学教授として「国
際コミュニケーション論」を担当。現在、
成蹊大学講師。著書に『データブック日
本人』『ニッポンのイメージ』『テレビの
なかの外国イメージ』『異文化のなかの
日本』『メディアの伝える外国イメージ』
など。

全体会議　一番左が川竹和夫代表、左から２人目が
李相禧ソウル大学校名誉教授

韓
国
メ
デ
ィ
ア
の

『
日
本
イ
メ
ー
ジ
』改
善
の
方
向

〜
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
テ
レ
ビ
の
伝
え
る
外
国
イ
メ
ー
ジ
」
か
ら
〜

Ｉ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
代
表

川
竹
和
夫
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思
う
に
、
私
が
咄
嗟
に
こ
の
よ
う
な
御
返
事
を
申
し
上
げ
た

の
に
は
、
同
年
の
夏
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
韓
国
米
返
還
に
関
す

る
交
渉
―
か
つ
て
韓
国
が
米
の
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
日

本
か
ら
経
済
協
力
と
し
て
韓
国
に
貸
し
付
け
て
い
た
米
を
、
計

画
を
く
り
上
げ
て
、
こ
の
際
大
至
急
で
き
る
だ
け
大
量
に
返
し

て
も
ら
う
た
め
の
―
を
通
じ
て
韓
国
側
よ
り
示
さ
れ
た
恩
義
を

有
り
難
く
思
う
気
持
ち
が
心
に
強
く
残
っ
て
い
た
か
ら
の
こ
と

で
し
た
。

こ
と
、
、

は
当
時
日
本
政
府
保
管
米
の
消
毒
に
使
わ
れ
た
臭
素
だ

っ
た
か
が
人
体
に
対
す
る
許
容
量
を
超
え
て
残
留
し
て
お
り
、

消
費
者
の
食
膳
に
は
供
し
得
な
い
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
米

の
需
給
計
画
に
大
き
な
狂
い
が
生
ず
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
政
府

と
し
て
政
治
的
、
行
政
的
に
最
も
傷
が
軽
く
て
済
む
最
良
の
策

と
し
て
至
り
つ
い
た
の
が
、
ひ
た
す
ら
韓
国
側
の
好
意
に
す
が

っ
て
そ
の
奮
発
に
期
待
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ば
ま
こ
と
に
虫

が
よ
い
と
も
い
え
る
の
が
こ
の
方
案
で
し
た
。

早
速
ソ
ウ
ル
で
始
ま
っ
た
実
務
者
交
渉
が
す
ぐ
に
行
き
づ
ま

り
に
陥
っ
た
状
況
に
直
面
し
て
、
私
は
韓
国
要
路
の
関
係
者
に

必
死
で
陳
情
に
廻
っ
た
の
を
、
幸
い
に
も
先
方
が
快
く
受
け
入

れ
、
七
月
半
ば
に
至
っ
て
韓
国
側
は
十
五
万
ト
ン
と
い
う
量
の

米
を
現
物
で
く
り
上
げ
返
還
す
る
こ
と
に
ふ
み
切
っ
て
く
れ
、

こ
の
米
は
時
を
移
さ
ず
本
邦
の
各
港
々
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

◆
　

◆

私
は
こ
の
交
渉
を
通
じ
て
、
韓
国
要
路
の
方
々
が
日
本
側
か

ら
の
唐
突
な
、
勝
手
過
ぎ
る
と
も
い
え
る
要
請
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ひ
と
し
く
〈
こ
の
度
は
韓
国
と
し
て
昔
受
け
た
恩
に
何
と

か
報
い
よ
う
と
思
っ
て
い
る
〉
と
の
道
義
心
を
交
渉
の
大
方
針

と
し
、
大
局
的
見
地
に
立
っ
た
日
韓
関
係
観
を
持
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
覚さ
と

ら
さ
れ
ま
し
た
。
大
統
領
に
対
し
私
を
し
て
、
韓

国
米
に
つ
き
前
記
の
よ
う
な
発
言
を
行
わ
し
め
た
の
に
は
、
こ

の
交
渉
で
受
け
た
感
銘
が
ど
こ
か
強
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
、
ひ
そ
か
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
本
比
較
文
学
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ａ：

Japan

C
om
parative

L
iterature

A
ssociation)

は
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四

八
）
に
創
立
さ
れ
、
現
在
で
は
会
員
千
名
を

こ
え
る
国
内
唯
一
の
比
較
文
学
比
較
文
化
研

究
の
学
会
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
国
連
な
み
に

大
き
い
国
際
比
較
文
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
の

な
か
で
も
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
に
さ
え

ま
さ
る
重
要
な
一
翼
を
な
し
て
、
と
く
に
一

九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
活
発
な
国
際
活
動

を
つ
づ
け
て
い
る
。

同
じ
頃
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
隣
国
、
中
国
お

よ
び
韓
国
の
比
較
文
学
会
と
は
格
別
に
親
密

な
交
流
を
重
ね
て
き
た
が
、
五
年
前
に
は
Ｉ

Ｃ
Ｌ
Ａ
の
一
方
針
と
し
て
、
日
韓
中
（
台
湾

を
含
む
）
三
国
の
協
同
作
業
に
よ
る
『
東
ア

ジ
ア
比
較
文
学
史
』
全
三
巻
（
予
定
）
の
編

集
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
一
九

九
七
年
初
夏
に
は
、
す
で
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
第
一
回

国
際
会
議
が
開
か
れ
、
そ
れ
を
う
け
て
、
本

年
六
月
十
八
日
、
福
岡
市
で
催
さ
れ
た
の
が

「
第
二
回
国
際
比
較
文
学
会
東
ア
ジ
ア
会
議
―

東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
交
流
と
交
響
」
で
あ
る
。

こ
の
会
議
は
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
史
』

の
三
部
構
成
、
す
な
わ
ち
古
代
中
世
編
、
近

世
近
代
編
、
文
学
理
論
編
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、

ま
ず
も
っ
と
も
興
味
を
呼
び
そ
う
な
章
を
選

ん
で
、
そ
れ
を
主
題
と
す
る
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
分
け
て
進
め
ら
れ
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
韓
国
、
中
国
か
ら
招
い
た
学
者
た
ち
と
日

本
の
研
究
者
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
発
表
し
た
。

簡
便
に
す
る
た
め
、
上
に
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
載
せ
て
お
く
。

い
ず
れ
も
発
表
者
の
得
意
の
分
野
で
の
報

告
で
、
約
七
十
名
の
聴
衆
と
の
応
酬
も
は
な

は
だ
活
発
だ
っ
た
。
た
だ
、
第
一
、
第
三
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
で
は
、
問
題
の
性
質
上
、

三
国
間
に
共
通
の
理
解
が
成
り
立
ち
や
す
か

っ
た
が
、
近
世
近
代
を
扱
う
第
二
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
西
洋
の
衝
撃
へ

の
対
応
の
強
弱
の
差
、
近
代
化
の
遅
速
の
差
、

そ
し
て
革
命
、
戦
争
、
植
民
地
と
独
立
の
問

題
が
す
べ
て
か
ら
ん
で
く
る
東
ア
ジ
ア
近
代

史
は
、
比
較
文
学
比
較
文
化
研
究
の
上
で
は
、

他
分
野
に
お
け
る
よ
り
も
い
っ
そ
う
歴
然
た

る
研
究
態
度
と
認
識
の
差
異
、
と
き
に
対
立

を
も
た
ら
す
。
だ
が
、
そ
の
齟
齬
を
自
覚
し
、

相
互
に
理
解
し
、
調
停
し
、
克
服
し
て
ゆ
く

過
程
に
こ
そ
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
史
』
執

筆
の
一
つ
の
重
要
な
意
義
は
あ
る
。
そ
の
意

義
に
つ
い
て
は
参
加
者
全
員
に
暗
黙
の
、
し

か
し
確
か
な
了
解
が
生
じ
た
こ
と
も
、
本
会

議
の
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
会
議
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
翌
六

月
十
九
日
か
ら
二
日
間
の
日
本
比
較
文
学
会

福
岡
大
会
の
方
で
報
告
し
た
海
外
か
ら
の
参

加
者
、
と
く
に
韓
国
の
林
容
澤
氏
（
仁
荷
大
）、

李
応
寿
氏
（
世
宗
大
）、金
容
稷
氏
（
ソ
ウ
ル
大
）

ら
の
発
表
も
、
抜
群
の
輝
き
で
日
本
人
参
加

者
に
強
い
感
銘
を
与
え
た
。
そ
の
こ
と
を
追

記
し
、
日
韓
文
化
交
流
基
金
に
よ
る
助
成
が

十
分
に
そ
の
額
を
上
廻
る
効
果
を
あ
げ
た
こ

と
を
、
こ
こ
に
御
礼
と
と
も
に
御
報
告
す
る
。

第
２
回
国
際
比
較
文
学
会
東
ア
ジ
ア
会
議

東
ア
ジ
ア
の
文
学
―
交
流
と
交
響
（
報
告
）

京
都
造
形
芸
術
大
学
学
長

芳
賀
　
徹

はが　とおる

1931年生まれ。東
京大学教養学科卒
業。東京大学大学
院比較文学比較文
化専攻博士課程修
了。東京大学教授、

国際日本文化研究センター教授、大
正大学教授を経て99年より現職。文
学博士。著書に『平賀源内』（サント
リー学芸賞）『絵画の領分』（大佛次
郎賞）『文化の往還』『詩の国 詩人
の国』など多数。日韓文化交流基金
評議員、日韓文化交流会議委員。

一．人と山水（座長、大阪女子大　中西進。各母国語発表）
１．朴煕秉（ソウル大）「韓国の山水記」
２．王曉平（天津師範大）「中国山水詩に読む文化史」
３．林水 （台湾輔仁大）「文化としての風景―余光中の旅行記」
４．金原理（熊本大）「文学における山水表現―古代日本漢詩文に即して」
二．東洋の覚醒（座長、帝塚山学院大　上垣外憲一。日本語）
１．崔元植（仁荷大）「西洋と日本、二重の衝撃の狭間で―丹斎申采浩」
２．劉建輝（北京大）「上海発・西洋の衝撃―宣教師による漢文雑誌」
３．平川 弘（福岡女学院大）「アジアの目覚め―刺戟伝播の諸問題」
三．批評のかたち（座長、ソウル大　李相沃。英語）
１．金禹昌（高麗大）“Literary Criticism in Asia,Under the sign of Performance”
２．楽黛雲（北京大）“Forms of Chinese Literary Criticism”
３．Eugene Eoyang（香港、嶺南学院大）“The Ethics and Aesthetics of
Chinese Literature”

４．大嶋仁（福岡大）“Tendencies in Modern Japanese Literary Criticism”
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基
金
は
、
七
月
十
八
日
に
発
足
し
た
「
日
韓

文
化
交
流
会
議
」
の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
両
国
の
有
識

者
が
、
文
化
、
芸
術
交
流
に
つ
い
て
幅
広
く
協

議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
九
九
年
三
月
の

小
渕
恵
三
首
相
と
金
大
中
大
統
領
に
よ
る
日
韓

首
脳
会
談
で
設
置
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

七
月
十
四
日
に
両
国
の
座
長
・
副
座
長
・
事

務
局
に
よ
る
準
備
会
合
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
九
月
二
十
二
日
に
は
ソ
ウ
ル
で

第
一
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は

第
12
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）。

・訪日フェロー（７－９月までの受入）

◆日韓学術文化青少年交流事業
研究者　　研究テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受入機関　　　　　　　　　　　　研究期間

金貞恵　　伝統家族の変貌にみられる小説的形象と意味　　　　　清泉女子大学文学部　　　　　　　1999/8/1--2000/7/31

ー島崎藤村と廉想渉の三部作の比較を中心にー　

李相禹　　韓日安保協力体制の研究　　　　　　　　　　　　　　慶應義塾大学地域研究センター　　1999/8/15--1999/10/14

李昌益　　日韓現代語彙の研究　　　　　　　　　　　　　　　　東海大学日本文学科　　　　　　　1999/8/15--2000/8/14

金浩燮　　日本の北朝鮮に対しての政策決定要因：　　　　　　　慶應義塾大法学部　　　　　　　　1999/9/1--2000/8/31

国内的要因を中心として　　

李妍淑　　古代韓国と日本における詩歌の比較研究　　　　　　　大阪女子大学　　　　　　　　　　1999/9/1--2000/8/31

◆日韓平和友好交流計画
研究者　　研究テーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受入機関　　　　　　　　　　　　研究期間

金聲振　　室町時代における日韓両国文人の詩文唱和　　　　　　京都大学大学院文学研究科　　　　1999/9/1--2000/8/31

崔京玉　　日本憲政史の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学大学院法学研究科　　　　1999/9/1--2000/8/31

吉仁成　　植民地期における日本・朝鮮・台湾の　　　　　　　　大阪大学大学院経済学研究科　　　1999/9/1--2000/2/28

生活水準の変化に関する比較研究　

日
本
と
韓
国
の
人
文
・
社
会
科
学
分
野
の
研
究
者

に
よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
日
韓
共

同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
今
年
度
よ
り
三
カ
年
の

第
二
次
研
究
タ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。
今
研
究
タ
ー

ム
で
は
、
歴
史
１
（
前
近
代
史
）、
歴
史
２
（
近
現
代

史
）、
日
韓
関
係
、
国
際
政
治
、
政
治
、
経
済
、
社

会
学
の
七
つ
の
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
七
月

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

7～9月

●日本側メンバー （委員は五十音順）

座　長　三浦朱門　　作家

副座長　平山郁夫　　画家

副座長　小此木政夫　慶應義塾大教授

委　員　饗庭孝典　　杏林大客員教授

委　員　千　宗室　　裏千家家元

委　員　田中優子　　法政大教授

委　員　芳賀　徹　　京都造形芸術大学長

委　員　広中平祐　　山口大学長

委　員　松尾修吾　　財団法人音楽産業文化

振興財団理事長

委　員　黛　まどか　俳人

委　員　水谷幸正　　浄土宗総合研究所

所長

事務局長 熊谷直博　　日韓文化交流基金

理事長　

●韓国側メンバー（委員は 順）

座　長　池 明 観　翰林大日本学研究所長

副座長　金 容 雲　漢陽大名誉教授

副座長　崔 相 龍　高麗大教授

委　員　姜 萬 吉　高麗大名誉教授

委　員　高 銀　詩人

委　員　柳 鈞　韓国放送公社解説主幹

委　員　朴 性 垠　梨花女子大大学院教授

委　員　李 成 千　作曲家

委　員　李 清 俊　順川大客員教授

委　員　林 英 雄　劇団「サヌリム」代表

委　員　張 明 秀　韓国日報社長

事務局長 徐 淵 昊　高麗大教授

�

チームリーダー会議（7月1日）
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昨
年
十
月
の
日
韓
首
脳
会
談
の
合
意
に

基
づ
き
、
日
韓
の
若
い
世
代
の
交
流
を
さ

ら
に
活
発
化
し
て
い
く
た
め
、
中
高
生
の

交
流
事
業
へ
の
支
援
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
以
下
の
事
業
に
対

し
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
日
韓
ス
カ
ウ
ト
交
流
事
業

韓
国
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
百

七
十
五
名
（
指
導
者
含
む
）
を
日
本
に
招

き
、
各
地
の
大
会
や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
な
ど
、
ス
カ
ウ
ト
間
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

計 男 女 期間

韓国交流協力関係者訪日団 20 17 ３ 8/3/--8/12

中学校教員訪日研修団 20 12 ８ 9/7--9/16

中学校・高校教員訪日研修団 20 15 ５ 9/7--9/16

韓国大学生訪日団（１） 20 ９ 11 9/28--10/7

韓国大学生訪日団（２） 20 ６ 14 9/28--10/7

計 男 女 期間

神奈川県教員訪韓団 19 12 ７ 9/28--10/7

こ
の
期
間
に
、
以
下
の
事
業
の
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

日
本
交
流
協
力
関
係
者
訪
韓
研
修
団
報
告
書
（
五
月
二
十
五

日
―
六
月
一
日
実
施
）

韓
国
理
解
促
進
セ
ミ
ナ
ー
（
北
海
道
・
東
北
地
域
）
報
告
書

（
二
月
二
十
三
日
―
二
十
四
日
実
施
）

基
金
で
は
、
韓
国
の
史
蹟
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
故
森

田
芳
夫
氏
著
『
韓
国
史
蹟
散
歩
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、『
ア
ジ
ア
公

論
』
に
掲
載
さ
れ
た
森
田
氏
の
原
稿
を
再
編
集
し
た
も
の
で
、

一
般
的
な
観
光
コ
ー
ス
と
は
異
な
る
韓
国
の
史
蹟
の
由
来
や

美
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

韓
国
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
　
各
三
十
五
名

四
団
体
（
八
月
三
日
―
八
月
十
八
日
）

韓
国
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
　
三
十
五
名

一
団
体
（
七
月
二
十
二
日
―
八
月
四
日
）

●
韓
国
中
高
生
研
修
旅
行

こ
の
期
間

に
は
二
百
八
名
の
中
高
生（
引
率
者
含
む
）

が
、
京
都
・
奈
良
・
大
阪
で
日
本
研
修
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
陣
（
高
校
生
）

百
四
名
（
八
月
十

六
日
―
八
月
二
十
日
）

第
二
陣
（
中
学
生
、
高
校
生
）

百
四
名

（
八
月
二
十
日
―
八
月
二
十
四
日
）

一
日
に
日
韓
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
会
議
（
於
日
韓
文
化

交
流
基
金
　
会
議
室
）
を
開
催
し
、
三
カ
年
の
方
針

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
月
十
八
日
に

は
総
会
が
開
催
さ
れ
、
日
韓
両
国
の
メ
ン
バ
ー
の
多

く
が
参
加
し
、
各
チ
ー
ム
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
（
於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

●第二次研究ターム　チームリーダー

チーム名　　日本側チームリーダー 韓国側チームリーダー

歴史１　　　渡辺　浩（東京大） 朴忠錫（梨花女大）

歴史２　　　宮嶋　博史（東京大） 金容徳（ソウル大）

日韓関係　　小此木　政夫（慶大） 張達重（ソウル大）

国際政治　　大畠　英樹（早大） 文正仁（延世大）

政治　　　　小林　良彰（慶大） 李甲允（西江大）

経済　　　　野副　伸一（亜細亜大） 朴英哲（高麗大）

社会学　　　服部　民夫（同志社大） 金文朝（高麗大）



アジア・アフリカ文化研究所

研究年報

中央大学アジア史研究

アジアフォーラム

杏林大学外国語学部紀要

杏林大学研究年報

言語文化論究

年報朝鮮學

朝鮮学報

朝鮮文化研究

東北アジア研究

比較社会文化

東アジア研究

東アジア地域研究

文献ジャーナル

北東アジア文化研究

誌名　　　　　　　　　　　　　発行　　　　　　　　　　　　　　　　　刊行頻度　所蔵号数 欠号

東洋大学アジア・アフリカ文化研究所

白東史学会

大阪経済法科大学アジア研究所

杏林大学外国語学部

杏林大学付属国際交流研究所

九州大学言語文化部

九州大学朝鮮学研究会

朝鮮学会

東京大学文学部朝鮮文化研究室

東北大学東北アジア研究センター

九州大学大学院比較社会文化研究科

大阪経済法科大学アジア研究所

東アジア地域研究学会

富士短期大学出版部

鳥取女子短期大学

年刊

年刊

不定期

年刊

年刊

年刊

年刊

季刊

年刊

年刊

年刊

不定期

年刊

隔月刊
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31号（96年）～

1号（77年3月）～

1号（88年12月）～

10号（98年）～

2号（99年)～

6号（95年）～

1号（90年12月）～

1集（51年5月）～

1号（94年）～

1号（96年）～

1号（95年）～

1号（90年3月）～

2号（95年）～

第35巻第2冊（95年7月）～

1号（95年3月）

5号

7号（96年）

2～3号（95～6年）

第35巻第3冊（95年9月）～

第37巻第2冊（97年7月）

4号

７月に基金ではホームページを全面

的にリニューアルし、「最新情報」から

基金の動きをタイムリーにお知らせで

きるようにいたしました。一部公募事

業のガイドラインや申請書式もサイト

からダウンロードできるようにいたし

ました。図書センターの和書及び洋書

の所蔵データも随時追加更新が行われ

ています。

また、今号から広報誌の全ての内容

をホームページにPDF形式で掲載する

こととなりました。10号までの内容は、

目次と一部の内容をご覧になれるよう

になっています。

図書センター情報 逐次刊行物の受け入れ状況－紀要

基金ホームページＵＲＬ
http://www.asc-net.or.jp/jkcf
ホームページ E-mail:jkcf@asc-net.or.jp
図書センター E-mail:lib1jkcf@oak.ocn.ne.jp
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電話　03--5472--4323 FAX 03--5472--4326
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